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負
治
会
会
長
　
　
須

昭

十
月
　
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

（十
月
十
四
日
）

十

一
月
町
内
文
化
祭
実
施

町
内
ゴ
ル
フ
大
会
実
施

町
内
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
実

施緑
化
推
進
大
会
花
壇
コ
ン
テ
ス

ト
に
於
い
て
、
西
新
井
ひ
ま
わ

リ
ク
ラ
プ
が
優
秀
賞
を
受
賞

環
境
保
全
功
労
者
（団
体
）
と
し

て
市
長
よ
り
感
謝
状
を
受
賞

（ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
成
田
会
長
）

以
上
主
な
も
の
を
記
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
十
二
月

一
日
よ
り
夜
警
巡
回

・

町
内

一
斉
清
掃

・
自
治
会
館
大
掃
除
等

が
あ
り
、
町
内
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て

実
施
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
ス
一Ｔ
ボ
　
廠
暑
ュ
郡
諄
卜
　
一糧
口
盛
管
カ

第
六
十
回
山
辺
地
区
体
育
祭
に
準
優

勝
ご
町
内
の
皆
様
方
の
多
く
の
参
加
応

援
声
援
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

七
月
ょ
り
役
員
の
選
考
を
行
い
、
主

将
に

エ
ン
ゼ
ル
ス
監
督

の
須
永
勝
己
さ

ん

。
副
主
将
に

エ
ン
ゼ
ル
ス
キ
ャ
プ
テ

ン
須
永
信
義
さ
ん

・
防
災
リ
ー
ダ
ー
早

川
栄
さ
ん

。
育
成
会
会
長
木
村
英
典
さ

ん
を
選
出
し
て
、
人
月
に
町
内
各
種
団

体
に
連
絡
を
取
り
、
選
手
の
選
出
要
請

文
を
配
り
準
備
に
入
り
、
体
育
祭
に
万

全
の
体
制
を
と
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
得
点
種
目
は
前
半
よ
り
各

種
目
１
位
～
２
位
に
て
推
移
し
ま
し
た
。

後
半
の
小
中
学
生
リ
レ
ー
を
予
定
の
順

位
、
綱
引
き
に
入
り
２
回
戦
に
て
敗
れ
、

１
位
チ
ー
ム
よ
り
大
き
く
リ
ー
ド
さ
れ

ま
し
た
。
最
終

の
リ
レ
ー
で
は
、
女
子

１
位

。
男
子
３
位
と
頑
張
り
優
勝
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
４
点
差

に
て
順
優
勝
で
し
た
。
自
由
種
目
に
は

多
く
の
方

々
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

我
が
西
新
井
チ
ー
ム
は
多
く
の
方

々

の
参
加
応
援
声
援
は
、
山
辺
地
区
の
優

勝
よ
り
も
町
内
の
和
で
は

一
番
で
は
な

本
年
度
前
半
の
自
治
会
活
動

の
諸
行

事
も
、
役
員
始
め
町
内
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
、
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
紙

面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

中
で
も
特
筆
さ
れ
る
も
の
は
、
山
辺

地
区
体
育
祭
で
久
し
ぶ
り
の
準
優
勝
を

獲
得
し
た
事
で
す
。
明
る
い
ニ
ユ
ー
ス

と
し
て
町
内
の
皆
様
と
共
に
喜
び
に
浸

り
ま
し
た
。

他
に
出
来
事
を
主
名
に
記
し
ま
す
と

五
月
　
新
足
利
振
興
計
画
基
本
構
想
の

ｉ
会
議
出
席

七
月
　
地
区
安
全
防
犯
推
進
会
議
出
席

納
涼
祭
ミ
ゲ
ル
広
田
と

ロ
サ
ー

ナ
夫
妻
を
迎
え
ラ
テ
ン
音
楽
の

タ
ベ
で
盛
り
上
が
る

人
月
　
福
祉
社
会
協
議
会
募
金
納
入

（十
万
七
千
七
百
円
）

自
治
会
顧
間
の
須
永
二
郎
氏
逝

去須
永
恭
正
氏
が
民
生
児
童
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽

力
、
栃
木
県
知
事
表
彰
を
受
彰
。

街
頭
消
火
器
二
基
を
設
置

（須

永
隆
子
さ
ん
須
永
誠
二
さ
ん
宅

前
）

自
治
会
館
の
ト
イ
レ
を
洋
式
便

座
に
改
修

敬
老
会
の
実
施

交
通
災
害
共
済

へ
の
申
し
込
み

（加
入
者
数
四
百
六
十
五
名

・

掛
け
金
二
十
二
万
四
千
七
百
円

納
入
）

衆
議
院
選
立
会
人
小
堀
清
司
氏

推
薦

山
辺
地
区
体
育
祭
参
加

（成
績

準
優
勝
）

九

月

17年 度 文 化 祭

鸞

驚

に

当

た

つ
て
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か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
多
く
の

方

々
の
参
加
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

足
利
市

Ｃ

級
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
於
い
て
、
西
新
井
町

エ
ン
ゼ

ル
ス
部

が
、
準
優
勝
を
獲
得
致
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

体
育
部
に
は
、
今
最
も
盛
ん
な
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
部

・
ゴ
ル
フ
部

・
健
歩
会

等
皆
さ
ん
の
体
力
維
持
向
上
と
、
お
話

お
遊
び
の
場
も
あ
り
ま
す
。
是
非
町
内

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

民
主
几
奮
委
員

　

須
冬
恭
エ

私
は
、
五
月
七
日
民
生
児
童
委
員
と

し
て
、
在
職
十
二
年
公
益
に
尽
力
、
足

利
市
長
よ
り
足
利
市
表
彰
条
令
に
基
ず

き
受
賞
し
ま
し
た
。
人
月
二
十

一
日
に

は
栃
木
県
福
祉
の
集
い
時
に
、
栃
木
県

知
事
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
私

一
人
だ
け
の
も
の

で
な
く
民
生
委
員
業
務
活
動
に
際
し
、

ご
理
解

い
た
だ
い
た
自
治
会
役
員
、
同

僚
の
鈴
木
ク

ニ
様
、
婦
人
部
会
の
皆
様
、

町
内
皆
様
方
か
ら
の
ご
協
力
や
情
報
提

供
等
の
お
陰
と
心
得
、
銘
記
し
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
に
紙
面
を
通
じ
ご
報
告
方
々

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

最
近
の
社
会
現
状
は
、
高
齢
の
人
口
、

高
齢
者
所
帯
の
増
加
、
核
家
族
化
し
て

お
り
ま
す
。
第
二
の
人
生
と
い
わ
れ
る

六
十
才
前
後
か
ら
趣
味
、
運
動
に
取
り

組
み
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
の
友
人
を

持

つ
事
に
よ

っ
て
、
親
睦
を
深
め
話
題

も
豊
富
と
な
り
、
明
る
く
楽
し
い
人
生

も
開
け
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

幸
い
町
内
の

《
ひ
ま
わ
り
会
》

《
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
》
共
に
最
近
は
活
発

な
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日
常
生
活
上
に
不
便
等
が
感
じ
ま
し

た
ら
、
色

々
支
援
制
度
も
あ
り
ま
す
。

民
生
委
員
に
お
気
軽
に
申
し
出
下
さ
い
。

防
災
茶

リ
ー
ダ
ー
　
旱
川
　
米

西
新
井
防
災
会
が
発
足
し
て
７
年
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
で
毎
年
夜
警
巡
回
が
実
施
出
来

る
事
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
十
二
月

一
日
よ
り
夜
警
巡
回

が
始
ま
り
ま
す
。
例
年
通
り
の
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
区
分
が
多
少
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
隣
組
長
の
も
と
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
、
街
頭
消
火
器
を
須
永
隆
子

様
宅
前

・
須
永
誠
二
様
宅
前
の
ニ
ケ
所

の
塀
を
お
借
り
し
て
設
置
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

町
内
皆
様
の
安
全
を
考
え
、
此
れ
か

ら
も
消
火
器
を
購
入
し
て
行
き
ま
す
。

設
置
場
所
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
会
長

ぃ熟

口
　
　
みせ

今
年
度
の
ク
ラ
ブ
活
動
の

一
つ
と
し

て
、
町
内
花
壇
作
り
を
紹
介
し
ま
す
。

６
月
に
町
内
環
境
美
化
運
動
と
し
て
花

壇
作
り
緑
化
推
進
を
図
ろ
う
と
、
国
道

５
０
号
西
新
井
歩
道
橋
そ
ば
、
空
き
地

を
市
よ
り
借
り
受
け
て
、
会
員
の
ご
協

力
で
約
千
本
の
花
植
え
花
壇
を
造
り
季

節
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

緑
化
推
進
で
は
、
足
利
市
み
ど
り
と

文
化
財
団
主
催
の

「緑
・花
い
っ
ぱ
い

花 壇 造 りに勤 しむ 会 員

コ
　
ン

に

町

部

に
【
優

評

価

誉

の

け

ま

被

露

伝

い
頂

い
た
近
所
の
方

々
・会
員

の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
の
花

壇
は
葉
牡
丹
を
基
調
で
見
応
え
が
あ
り

ま
す
。
是
非

一
度
足
を
運
ん
で
見
て
下

さ
い
。

終
わ
り
に
、
花
壇
作
り
に
興
味
の
有

る
方

々
が
居
り
ま
し
た
ら
、　
一
緒
に
や

り
ま
せ
ん
か
、
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
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